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表 16 属性別の回収状況 
 

標本数 回収数 回収率 標本数 回収数 回収率

人 人 ％ 人 人 ％ ％ ％ ％
総 数 2000 1246 62.3 2000 965 48.3 14.0 14.0 100.0
〔 都 市 規 模 〕
大 都 市 489 262 53.6 489 158 32.3 21.3 5.2 37.1
中 都 市 852 534 62.7 852 413 48.5 14.2 6.1 43.2
小 都 市 440 299 68.0 440 255 58.0 10.0 2.2 15.7
町 村 219 151 68.9 219 139 63.5 5.4 0.6 4.3
〔 地 域 ブ ロ ッ ク 〕
北 海 道 90 63 70.0 90 51 56.7 13.3 0.6 4.3
東 北 153 104 68.0 153 97 63.4 4.6 0.4 2.5
関 東 650 372 57.2 650 218 33.5 23.7 7.7 55.0
中 部 366 248 67.8 366 222 60.7 7.1 1.3 9.3
近 畿 324 199 61.4 324 115 35.5 25.9 4.2 30.0
中 国 122 75 61.5 122 80 65.6 -4.1 -0.3 -1.8
四 国 66 49 74.2 66 48 72.7 1.5 0.1 0.4
九 州 229 136 59.4 229 134 58.5 0.9 0.1 0.7
〔 性 〕
男 性 994 617 62.1 1036 472 45.6 16.5 8.4 59.9
女 性 1006 629 62.5 964 493 51.1 11.4 5.6 40.1
〔 年 齢 〕
２ ０ ～ ２ ９ 歳 245 101 41.2 295 91 30.8 10.4 1.7 12.1
３ ０ ～ ３ ９ 歳 346 179 51.7 326 127 39.0 12.7 2.1 15.2
４ ０ ～ ４ ９ 歳 366 236 64.5 306 149 48.7 15.8 2.7 19.6
５ ０ ～ ５ ９ 歳 408 279 68.4 406 210 51.7 16.7 3.3 23.9
６ ０ ～ ６ ９ 歳 334 245 73.4 353 223 63.2 10.2 1.6 11.7
７ ０ 歳 以 上 301 206 68.4 314 165 52.5 15.9 2.4 17.4
〔 性 ・ 年 齢 〕
（ 男 性 ）
２ ０ ～ ２ ９ 歳 116 49 42.2 157 49 31.2 11.0 1.0 6.9
３ ０ ～ ３ ９ 歳 181 96 53.0 161 62 38.5 14.5 1.2 8.7
４ ０ ～ ４ ９ 歳 185 110 59.5 167 80 47.9 11.6 1.0 7.5
５ ０ ～ ５ ９ 歳 199 136 68.3 197 88 44.7 23.6 2.3 16.8
６ ０ ～ ６ ９ 歳 181 127 70.2 195 116 59.5 10.7 0.9 6.7
７ ０ 歳 以 上 132 99 75.0 159 77 48.4 26.6 1.9 13.4
（ 女 性 ）
２ ０ ～ ２ ９ 歳 129 52 40.3 138 42 30.4 9.9 0.8 5.5
３ ０ ～ ３ ９ 歳 165 83 50.3 165 65 39.4 10.9 0.9 6.6
４ ０ ～ ４ ９ 歳 181 126 69.6 139 69 49.6 20.0 1.6 11.7
５ ０ ～ ５ ９ 歳 209 143 68.4 209 122 58.4 10.0 1.1 7.5
６ ０ ～ ６ ９ 歳 153 118 77.1 158 107 67.7 9.4 0.7 5.1
７ ０ 歳 以 上 169 107 63.3 155 88 56.8 6.5 0.5 3.7
〔 本 人 職 業 〕
自 営 業 主 （ 小 計 ） 137 108 (1.5) (10.4)
家 族 従 業 者 （ 小 計 ） 54 36 (0.9) (6.4)
雇 用 者 （ 小 計 ） 571 458 (5.7) (40.4)
 管理・専門技術・事務職 277 225 (2.6) (18.6)
 労　　務　　職 294 233 (3.1) (21.8)

無 職 （ 小 計 ） 484 363 (6.1) (43.2)
 主　　婦 235 185 (2.5) (17.9)
 その他の無職（小計） 249 178 (3.6) (25.4)

寄与率
内閣府・国民意識調査 生活・社会に関する調査 回収率

改善幅
寄与度

 



 －60－

表 16 属性別の回収状況（続き） 
 

標本数 回収数 回収率 標本数 回収数 回収率

人 人 ％ 人 人 ％ ％ ％ ％
総 数 2000 1246 62.3 2000 965 48.3 14.0 14.0 100.0
〔Ｑ１去年と比べた生活の向上感〕
　向上している 70 44 (1.3) (9.3)
　同じようなもの 877 674 (10.2) (72.5)
　低下している 292 235 (2.9) (20.4)
　わからない 7 12 (-0.3) (-1.8)
〔Ｑ２現在の生活に対する満足度〕
　満足（小計） 765 619 (7.3) (52.1)
　不満（小計） 455 321 (6.7) (47.9)
　どちらともいえない 23 21 (0.1) (0.7)
　わからない 3 4 (-0.1) (-0.4)
〔Ｑ３生活の程度〕
　上 14 8 (0.3) (2.1)
　中の上 114 80 (1.7) (12.1)
　中の中 686 532 (7.7) (55.0)
　中の下 316 252 (3.2) (22.9)
　下 83 57 (1.3) (9.3)
　わからない 33 36 (-0.2) (-1.1)
〔Ｑ４今後の生活の見通し〕
　良くなっていく 138 88 (2.5) (17.9)
　同じようなもの 678 543 (6.8) (48.2)
　悪くなっていく 387 288 (5.0) (35.4)
　わからない 43 46 (-0.2) (-1.1)
〔Ｑ５社会への貢献意識〕
　思っている 760 564 (9.8) (70.0)
　あまり考えていない 421 366 (2.8) (19.6)
　わからない 65 35 (1.5) (10.7)
〔Ｑ６国民全体の利益か個人の利益か〕
　国民全体の利益を大切にすべき＊ 594 433 (8.1) (57.5)
　個人個人の利益を大切にすべき＊ 383 316 (3.4) (23.9)
　一概にいえない 225 175 (2.5) (17.9)
　わからない 44 41 (0.2) (1.1)
〔Ｑ７（１）現実に高い地位と多くの報酬を得ている人〕
　実績をあげた人が得る 615 483 (6.6) (47.1)
　年齢の高い人が得る 156 94 (3.1) (22.1)
　努力をした人が得る 286 227 (3.0) (21.1)
　誰でも同じくらいに得る 17 17 (0.0) (0.0)
　その他 54 40 (0.7) (5.0)
　わからない 118 104 (0.7) (5.0)
〔Ｑ７（２）高い地位と多くの報酬を得るのが望ましい人〕
　実績をあげた人が得る 351 242 (5.5) (38.9)
　年齢の高い人が得る 24 25 (-0.1) (-0.4)
　努力をした人が得る 746 606 (7.0) (50.0)
　誰でも同じくらいに得る 46 32 (0.7) (5.0)
　その他 9 5 (0.2) (1.4)
　わからない 70 55 (0.8) (5.4)
〔Ｑ８働く目的は何か〕
　お金を得るために働く 576 471 (5.3) (37.5)
　社会人として務めを果たす＊ 163 121 (2.1) (15.0)
　才能や能力を発揮するため＊ 136 103 (1.7) (11.8)
　生きがいをみつけるために働く 288 223 (3.3) (23.2)
　その他 21 15 (0.3) (2.1)
　わからない 62 32 (1.5) (10.7)
〔Ｑ９国の政策への民意の反映程度〕
　反映されている（小計） 249 207 (2.1) (15.0)
　反映されていない（小計） 948 710 (11.9) (85.0)
　わからない 49 48 (0.1) (0.4)

寄与率
内閣府・国民意識調査 生活・社会に関する調査 回収率

改善幅
寄与度

 
注１．寄与度は，当該属性が全体の回収率をどれだけ押し上げたかを示すもので，寄与率は，寄与度を全体の百

分比で示したもの。端数処理の都合で各属性の単純合計が総数の値と一致しない場合もある。 
注２．括弧書きの数値は，当該属性の標本数が両調査で同一と仮定した場合の，荒い試算値である。 
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表 17 単純集計結果の比較 
（％）

調査項目 選択肢

差
Q1 ア）向上している 5.6 4.6 -1.0 4.0 -
去年と比べた イ）同じようなもの 70.4 69.8 -0.6 68.9 -
生活の向上感 ウ）低下している 23.4 24.4 +1.0 26.1 -

わからない 0.6 1.2 +0.6 1.1 -
Q2 ア）満足している 8.7 8.7 +0.0 7.7 -
生活に対する イ）まあ満足している 52.6 55.4 +2.8 51.8 -
満足度 ウ）やや不満だ 27.0 24.6 -2.4 27.0 -

エ）不満だ 9.5 8.7 -0.8 10.5 -
どちらともいえない 1.8 2.2 +0.4 2.6 -
わからない 0.2 0.4 +0.2 0.3 -

Q3 ア）上 1.1 0.8 -0.3 0.8 -
生活の程度 イ）中の上 9.1 8.3 -0.8 8.8 -

ウ）中の中 55.1 55.1 +0.0 54.2 -
エ）中の下 25.4 26.1 +0.7 25.1 -
オ）下 6.7 5.9 -0.8 7.3 -
わからない 2.6 3.7 +1.1 3.7 -

Q4 ア）良くなっていく 11.1 9.1 -2.0 8.4 -
今後の生活 イ）同じようなもの 54.4 56.3 +1.9 59.4 -
の見通し ウ）悪くなっていく 31.1 29.8 -1.3 26.7 -

わからない 3.5 4.8 +1.3 5.5 -
Q5 思っている 61.0 58.4 -2.6 - 61.1
社会への あまり考えていない 33.8 37.9 +4.1 - 35.8
貢献意識 わからない 5.2 3.6 -1.6 - 3.1
Q6 ア）国民全体の利益を大切にすべき＊ 47.7 44.9 -2.8 - 44.9
国民全体の利益か イ）個人個人の利益を大切にすべき＊ 30.7 32.7 +2.0 - 30.9
個人の利益か 一概にいえない 18.1 18.1 +0.0 - 21.2

わからない 3.5 4.2 +0.7 - 3.0
Q7 ア）実績をあげた人が得る 49.4 50.1 +0.7 - 51.0
地位と報酬 イ）年齢の高い人が得る 12.5 9.7 -2.8 - 12.3
(1)現実に高い地位 ウ）努力をした人が得る 23.0 23.5 +0.5 - 21.5
　と多くの報酬を エ）誰でも同じくらいに得る 1.4 1.8 +0.4 - 2.0
　得ている人 その他 4.3 4.1 -0.2 - 3.2

わからない 9.5 10.8 +1.3 - 9.9
(2)高い地位と ア）実績をあげた人が得る 28.2 25.1 -3.1 - 27.6
　多くの報酬を イ）年齢の高い人が得る 1.9 2.6 +0.7 - 2.0
　得る望ましい人 ウ）努力をした人が得る 59.9 62.8 +2.9 - 60.0

エ）誰でも同じくらいに得る 3.7 3.3 -0.4 - 4.7
その他 0.7 0.5 -0.2 - 0.8
わからない 5.6 5.7 +0.1 - 4.9

Q8 ア）お金を得るために働く 46.2 48.8 +2.6 53.7 -
働く目的は何か イ）社会の一員の務めを果たすために働く＊ 13.1 12.5 -0.6 11.5 -

ウ）自分の才能や能力を発揮するために働く 10.9 10.7 -0.2 7.6 -
エ）生きがいをみつけるために働く 23.1 23.1 +0.0 19.8 -
その他 1.7 1.6 -0.1 1.7 -
わからない 5.0 3.3 -1.7 5.7 -

Q9 ア）かなり反映されている 0.9 1.0 +0.1 - 1.8
国の政策への イ）ある程度反映されている 19.1 20.4 +1.3 - 22.3
民意の反映程度 ウ）あまり反映されていない 51.4 51.8 +0.4 - 53.1

エ）ほとんど反映されていない 24.6 21.8 -2.8 - 18.1
わからない 3.9 5.0 +1.1 - 4.7

Q10 ア）長い歴史と伝統 40.3 38.2 -2.1 - 42.4
日本の誇り イ）すぐれた文化や芸術 42.5 37.2 -5.3 - 40.4

ウ）美しい自然 47.0 45.1 -1.9 - 41.0
エ）国民の人情味や義理がたさ 25.4 23.6 -1.8 - 20.4
オ）国民の勤勉さ，才能 32.1 33.2 +1.1 - 27.9
カ）高い教育水準 16.3 17.0 +0.7 - 14.6
キ）高い科学技術の水準 24.4 22.5 -1.9 - 18.8
ク）経済的繁栄 11.8 14.0 +2.2 - 11.4
ケ）国民としてのまとまり 5.0 5.2 +0.2 - 3.6
コ）社会の安定 14.4 14.0 -0.4 - 9.8
サ）治安のよさ 27.9 25.0 -2.9 - 20.6
シ）自由で平和な社会 31.3 31.1 -0.2 - 22.7
その他 0.2 0.2 +0.0 - 0.1
ない，わからない 6.7 8.0 +1.3 - 5.9

（参考）18.5
内閣府・
国民意識
（提示）

18.5
生活・社会
（非提示） 17.6

国民生活
18.2

社会意識
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表 17 単純集計結果の比較（続き） 
（％）

調査項目 選択肢

差
Q11 ア）外交 5.0 3.5 -1.5 - 4.2
良い方向に イ）防衛 2.9 4.5 +1.6 - 4.0
向かっている ウ）国の財政 1.3 2.5 +1.2 - 1.6
分野 エ）物価 5.0 3.2 -1.8 - 4.2

オ）景気 16.4 14.4 -2.0 - 16.9
カ）経済力 7.4 7.8 +0.4 - 8.5
キ）雇用・労働条件 7.3 7.0 -0.3 - 5.3
ク）医療・福祉 18.9 21.6 +2.7 - 23.1
ケ）教育 6.0 6.1 +0.1 - 7.4
コ）文化 8.0 7.6 -0.4 - 7.9
サ）科学技術 19.1 17.7 -1.4 - 17.9
シ）資源・エネルギー 4.0 4.8 +0.8 - 5.3
ス）食糧 6.8 8.2 +1.4 - 7.9
セ）自然環境 7.9 7.2 -0.7 - 7.8
ソ）生活環境 7.0 5.4 -1.6 - 6.5
タ）防災 12.7 9.8 -2.9 - 10.3
チ）治安 5.2 4.2 -1.0 - 5.4
ツ）土地・住宅 3.9 4.4 +0.5 - 2.9
テ）通信・運輸 20.3 21.1 +0.8 - 16.9
ト）交通秩序 6.5 6.8 +0.3 - 5.8
ナ）国民性 2.6 2.5 -0.1 - 2.4
ニ）社会風潮 0.6 0.7 +0.1 - 0.6
ヌ）地域格差 4.3 2.7 -1.6 - 4.0
ネ）国際化 12.5 12.0 -0.5 - 12.8
その他 0.1 0.2 +0.1 - -
ない，わからない 32.9 31.7 -1.2 - 28.0

Q12 ア）外交 35.4 33.5 -1.9 - 31.3
悪い方向に イ）防衛 18.6 18.9 +0.3 - 16.0
向かっている ウ）国の財政 37.3 37.5 +0.2 - 33.2
分野 エ）物価 23.8 24.6 +0.8 - 16.4

オ）景気 23.8 23.2 -0.6 - 20.5
カ）経済力 16.8 16.5 -0.3 - 13.1
キ）雇用・労働条件 32.7 34.7 +2.0 - 28.9
ク）医療・福祉 30.8 29.7 -1.1 - 19.0
ケ）教育 34.8 31.8 -3.0 - 23.8
コ）文化 5.1 4.4 -0.7 - 2.8
サ）科学技術 2.6 2.3 -0.3 - 1.4
シ）資源・エネルギー 24.4 27.9 +3.5 - 17.8
ス）食糧 15.1 16.5 +1.4 - 12.8
セ）自然環境 30.3 30.9 +0.6 - 26.1
ソ）生活環境 15.7 17.5 +1.8 - 11.9
タ）防災 6.2 5.8 -0.4 - 4.6
チ）治安 45.7 43.7 -2.0 - 38.3
ツ）土地・住宅 8.7 7.9 -0.8 - 5.8
テ）通信・運輸 3.5 3.3 -0.2 - 1.6
ト）交通秩序 11.5 9.7 -1.8 - 7.3
ナ）国民性 18.4 17.3 -1.1 - 12.1
ニ）社会風潮 28.3 34.1 +5.8 - 25.7
ヌ）地域格差 23.6 25.4 +1.8 - 15.0
ネ）国際化 7.1 6.6 -0.5 - 5.5
その他 0.2 0.6 +0.4 - 0.3
ない，わからない 6.0 5.9 -0.1 - 6.4

（参考）18.5
内閣府・
国民意識
（提示）

18.5
生活・社会
（非提示） 17.6

国民生活
18.2

社会意識
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表 17 単純集計結果の比較（続き） 
（％）

調査項目 選択肢

差
Q13 ア）外交・国際協力 37.1 33.7 -3.4 25.0 -
政府に対する イ）防衛・安全保障 24.0 24.8 +0.8 19.7 -
要望 ウ）行政改革 25.4 23.7 -1.7 18.4 -

エ）地方分権の推進 12.8 11.2 -1.6 7.6 -
オ）財政構造改革 20.8 20.4 -0.4 15.5 -
カ）物価対策 32.7 32.0 -0.7 31.4 -
キ）景気対策 43.2 45.4 +2.2 53.5 -
ク）金融システム改革 13.5 12.7 -0.8 8.4 -
ケ）ＩＴ（情報通信技術）の推進 6.3 6.1 -0.2 4.9 -
コ）規制緩和などの経済構造改革＊ 7.1 8.9 +1.8 6.5 -
サ）雇用・労働問題 44.6 44.7 +0.1 37.0 -
シ）医療・年金等の社会保障構造改革 61.6 61.3 -0.3 61.3 -
ス）教育改革・青少年対策 38.4 34.4 -4.0 25.5 -
セ）文化・スポーツの振興 8.3 8.5 +0.2 7.0 -
ソ）科学技術の振興 6.8 6.7 -0.1 5.2 -
タ）循環型社会の形成 9.8 8.6 -1.2 8.1 -
チ）自然環境の保護 28.8 31.5 +2.7 28.4 -
ツ）生活環境の整備 17.6 16.3 -1.3 17.0 -
テ）土地・住宅問題 11.8 9.2 -2.6 8.9 -
ト）税制改革 31.5 31.3 -0.2 31.5 -
ナ）消費者保護対策 15.3 14.6 -0.7 12.9 -
ニ）防災 13.2 15.0 +1.8 14.4 -
ヌ）犯罪対策 42.5 43.9 +1.4 33.8 -
ネ）交通安全対策 12.3 13.4 +1.1 11.6 -
ノ）少子化対策 44.1 45.0 +0.9 30.7 -
ハ）高齢社会対策 46.1 45.3 -0.8 45.5 -
ヒ）男女共同参画社会の実現 7.9 8.4 +0.5 6.3 -
フ）資源・エネルギー対策 21.1 23.3 +2.2 15.2 -
ヘ）中小企業対策 16.1 16.3 +0.2 10.8 -
ホ）農林漁業対策 16.9 18.2 +1.3 8.5 -
マ）地域の活性化 21.6 22.0 +0.4 14.9 -
その他 0.2 1.0 +0.8 1.4 -
ない，わからない 2.9 3.1 +0.2 4.5 -

（参考）18.5
内閣府・
国民意識
（提示）

18.5
生活・社会
（非提示） 17.6

国民生活
18.2

社会意識

 

 

注１．網掛けは，有意水準５％で有意差があることを示す（回答比率の差の検定結果）。 

注２．＊は選択肢の一部を省略して表示しているもの。 

注３．各選択肢の回答比率の差の単純平均値は-0.1，絶対値の平均値は 1.2，標準偏差は 1.6 である。 
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図 52 各調査の単純集計結果の比較 
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注１．対角線の両側にある点線は，サンプル数 1,000（単純無作為抽出）のときの信頼水準 95％の標本誤差幅を

示す。 

注２．r は相関係数である（縦横の調査の類似の程度を示すための参考数値として示したもの）。 

注３．SA は単数回答、MA は複数回答である。 
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表 18 調査間のχ2値とχ2分布の５％値 

 

 「国民意識」と「生活・社会」 

のχ2値 

χ2分布の

５％値 

Q1 去年と比べた生活の向上感 4.34  7.81 

Q2 現在の生活に対する満足度 3.25  11.07 

Q3 生活の程度 3.58  11.07 

Q4 今後の生活の見通し 4.98  7.81 

Q5 社会への貢献意識 6.25  5.99 

Q6 国民全体の利益か個人の利益か 2.34  7.81 

Q7 現実に高い地位と多くの報酬を得ている人 5.37  11.07 

Q7 高い地位と多くの報酬を得る望ましい人 4.37  11.07 

Q8 働く目的は何か 4.50  11.07 

Q9 国の政策への民意の反映程度 3.90  9.49 

Q10 日本の誇り 9.84  23.68 

Q11 良い方向に向かっている分野 33.31  38.89 

Q12 悪い方向に向かっている分野 20.08  38.89 

Q13 政府に対する要望 25.47  47.40 

 

 

注１．下線部は，χ2値がχ2分布（自由度＝選択肢数－１（ＭＡの場合は自由度＝選択肢数））の５％値よりも大

きい項目で，有意水準５％で有意な差があることを示す。 

 

注２．χ2値の算出方法： 

 回答１ 回答２ 回答３ ・・・ 回答 m 計 

調査Ａ nA1 nA2 nA3  nAm nA 

調査Ｂ nB1 nB2 nB3   nBm nB 

計 n1 n2 n3  nm n 
ある質問について，調査Ａ，Ｂの回答者数の分布が表のようになっている場合，χ2値は， 
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で算出された値。 
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図 53 数量化Ⅲ類による項目間の関連の分析 
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凡例）A20, A30, …, A70：「内閣府・国民意識調査」の 20 歳代，30 歳代，…，70 歳以上 

   B20, B30, …, B70：「生活・社会に関する調査」の 20 歳代，30 歳代，…，70 歳以上 

   Q1_生活向上感（＋）：向上している・同じようなもの，（－）：低下している 

   Q2_生活満足度（＋）：満足・まあ満足，（－）：やや不満・不満 

   Q3_生活程度（＋）：上・中の上・中の中，（－）：中の下・下 

   Q4_生活見通し（＋）：良くなっていく・同じ，（－）：悪くなっていく 

   Q5_社会貢献意識（＋）：思っている，（－）：あまり考えていない 

   Q6_利益（国民大切）：国民全体の利益を大切にすべき，（個人大切）：個人個人の利益を大切にすべき 

   Q7_地位・報酬を得ている人［得る望ましい人］（実績）：実績をあげた人，（努力）：努力をした人 

   Q8_働く目的（お金）：お金を得るため，（社会の務め）：社会の一員の務めを果たすため， 

（才能・能力発揮）：自分の才能や能力を発揮するため，（生きがい）：生きがいをみつけるため 

Q9_民意反映（＋）：かなり・ある程度反映，（－）：あまり・ほとんど反映されていない 


